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つながる時代の新しい組込み 

Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
の
組
込
み

     　

シ
ス
テ
ム
市
場
は
拡
大
続
く

（７）　　２０１５年１１月１６日　　月曜日

　

組
込
み
シ
ス
テ
ム
開
発
領
域
に
強
み

を
持
っ
た
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
会
社
で
あ
る

コ
ア
。
同
社
は
、
40
年
に
わ
た
る
実
績

を
持
つ
マ
イ
コ
ン
・
デ
バ
イ
ス
関
連
の

シ
ス
テ
ム
開
発
、
最
新
の
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

・
運
用
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
ま

で
、
幅
広
く
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
る
。

　

Ｅ
Ｔ
に
は
毎
年
出
展
し
、
最
新
の
組

込
み
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い

る
が
、
今
年
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
新

た
な
Ｉ
ｏ
Ｔ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
も
開
催

さ
れ
注
目
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
／
Ｍ
２
Ｍ
の

領
域
だ
。
２
０
１
５
年
現
在
の
市
場
に

対
応
し
た
ボ
ー
ド
、パ
ッ
ケ
ー
ジ
か
ら
、

２
０
２
０
年
の
市
場
を
見
据
え
た
次
世

代
製
品
群
ま
で
、
同
社
の
組
込
み
開
発

技
術
と
と
も
に
、
活
用
の
具
体
例
ま
で

Ｉ
ｏ
Ｔ
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
実
証
す
る

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
。

　

な
か
で
も
注
目
の
製
品
群
が
、
Ａ
Ｒ

Ｍ
の
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
ｘ―

Ａ
シ
リ
ー
ズ

を
搭
載
し
、
ク
ラ
ウ
ド
ベ
ー
ス
で
Ｉ
ｏ

Ｔ
デ
バ
イ
ス
開
発
を
行
え
る
﹁
Ｇ
Ｒ―

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
﹂
と
、
準
天
頂
衛
星
な
ど

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
︵
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
）

の
信
号
受
信
機
﹁
Ｃ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｃ
∞︵
コ
ハ

ク　

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ　

シ
リ
ー
ズ
）﹂

ブ
ラ
ン
ド
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
だ
。

　

ま
ず
Ｇ
Ｒ―

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
は
、
Ｉ
ｏ

Ｔ
デ
バ
イ
ス
開
発
を
効
率
的
に
行
え
る

　

同
社
が
組
込
み
シ
ス
テ

ム
関
連
ベ
ン
ダ
ー
２
０
０

社
以
上
を
調
査
し
て
推
定

し
た
結
果
、
２
０
１
５
年

度
の
組
込
み
シ
ス
テ
ム
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
市
場
規

模
は
、
１
兆
１
１
０
億
円

と
な
る
見
込
み
だ
。

　

経
年
調
査
で
は
、
製
品

分
野
全
体
の
２
０
１
２―

15
年
の
４
カ
年
で
の
増
加

額
は
１
３
０
０
億
円
で
、

確
実
に
市
場
は
回
復
し

て
い
る
様
子
だ
。
う
ち
67

％
、
８
７
１
億
円
を
運
輸

／
建
設
機
器
︵
自
動
車
）

が
占
め
、
カ
ー
ナ
ビ
な
ど

を
含
め
る
と
自
動
車
関
連

で
合
わ
せ
て
78
％
、
１
０

２
７
億
円
自
動
車
関
連
分

野
の
利
益
が
拡
大
し
た
結

果
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
先
進
運
転
支

援
シ
ス
テ
ム
︵
Ａ
Ｄ
Ａ

Ｓ
）
や
自
動
運
転
、
電
気

自
動
車
︵
Ｅ
Ｖ
）
な
ど
、

高
度
で
よ
り
安
全
・
安
心

・
低
燃
費
実
現
に
向
け
た

開
発
が
続
い
て
い
る
た

め
、
自
動
車
を
中
心
と
す

る
運
輸
／
建
設
機
器
の
伸

び
が
13―

15
年
度
の
３
カ

年
平
均
で
14
・
１
％
増
と

著
し
く
、
15
年
度
に
は
市

場
の
ほ
ぼ
３
割
を
占
め
る

勢
い
だ
。
ま
た
、
車
載
情

報
端
末
な
ど
の
個
人
用
情

報
機
器
も
、
３
カ
年
平
均

成
長
率
が
６
・
８
％
で
伸

び
て
い
る
。

　

一
方
、
10
年
度
時
点
で

市
場
全
体
の
23
・
９
％
を

占
め
、
最
も
規
模
の
大
き

か
っ
た
携
帯
電
話
な
ど
の

民
生
用
通
信
端
末
は
減
少

が
続
い
て
い
る
。
携
帯
電

話
に
加
え
、
Ａ
Ｖ
機
器
・

家
電
機
器
な
ど
の
民
生
用

機
器
も
、
海
外
メ
ー
カ
ー

の
台
頭
が
目
立
ち
、
国
産

メ
ー
カ
ー
の
生
産
・
開
発

拠
点
の
海
外
シ
フ
ト
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
今
後
も

厳
し
い
状
況
が
続
く
と
予

測
し
て
い
る
。

　

他
の
領
域
で
は
、
震
災

に
よ
る
原
発
事
故
か
ら
節

電
に
対
す
る
意
識
が
依
然

と
高
い
こ
と
か
ら
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
電
力

使
用
の
見
え
る
化
な
ど
の

﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
﹂
の

機
器
や
シ
ス
テ
ム
に
引
き

続
き
注
目
が
集
ま
り
、
Ｃ

Ｏ
２
、
放
射
線
な
ど
を
測

る
セ
ン
サ
ー
や
画
像
・
映

像
を
使
っ
た
﹁
監
視
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
関
連
﹂
の
シ

ス
テ
ム
へ
の
注
目
度
も
高

ま
っ
て
い
る
。

　

組
込
み
シ
ス
テ
ム
市
場

は
底
を
脱
し
、
横
ば
い
を

経
て
増
勢
基
調
に
盛
り

返
し
て
き
た
。
社
会
の
モ

バ
イ
ル
化
や
ク
ラ
ウ
ド
化

が
加
速
す
る
中
で
、
今
後

礎
研
究
を
開
始
し
、
早
く
か
ら
対
応
製

品
を
開
発
、
現
在
実
施
中
の
次
世
代
農

業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ほ
か
国
の
実
証
事
業

に
も
多
く
参
加
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
で
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
よ
り
も
高

度
な
測
位
が
可
能
と
な
る
。
現
在
日
本

で
は
実
証
機
﹁
み
ち
び
き
﹂
１
機
運
用

の
た
め
、
本
格
サ
ー
ビ
ス
は
行
え
て
い

な
い
が
、
２
年
後
に
人
工
衛
星
を
３
機

打
ち
上
げ
、
２
０
１
８
年
に
は
サ
ー
ビ

ス
展
開
が
開
始
さ
れ
る
予
定
だ
。
そ
も

そ
も
現
在
広
く
使
わ
れ
て
い
る
測
位
シ

ス
テ
ム
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
、
ア
メ
リ
カ
の
人

工
衛
星
に
頼
っ
た
仕
組
み
の
た
め
、
ど

う
し
て
も
同
国
に
使
い
や
す
い
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
サ

ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
と
、
﹁
利
用
範

囲
が
広
が
り
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ

る
﹂
︵
同
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
担
当
黒
川
涼
主

任
）
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

　

そ
こ
で
同
社
は
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
受
信
機
の

新
製
品
コ
ハ
ク
イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ
シ
リ

ー
ズ
﹁
Ｌ
Ｅ
Ｘ
デ
コ
ー
ダ
﹂
や
同
﹁
Ｑ

Ｚ
Ｓ
＋
Ｇ
Ｐ
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
﹂
に
加
え
、

原
子
時
計
搭
載
基
盤
﹁
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｃ
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ⅱ
﹂
な
ど
を
活
用
し
、
位
置

と
時
刻
を
組
み
合
わ
せ
、
更
な
る
高
精

度
な
測
位
を
実
現
す
る
枠
組
み
を
提

供
す
る
。
さ
ら
に
展
示
で
は
、
具
体
的

に
﹁
Ｉ
Ｔ
Ｓ
︵
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ

ム
）
と
Ｉ
Ｔ
農
業
、
Ｉ
Ｔ
施
工
の
分
野

で
新
た
な
世
界
の
実
現
を
目
指
す
﹂
と

し
て
い
る
。

ニ
ク
ス
社
の
Ｒ
Ｚ
／
Ａ

１
Ｈ
を
採
用
、
Ａ
Ｒ
Ｍ

の
Ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
ｔ
ｅ
ｘ―

Ａ
を
使
用
し
、
Ａ
Ｒ
Ｍ

が
提
供
し
て
い
る
ク
ラ

質
を
支
え
る
ソ
フ
ト
の
ノ

ウ
ハ
ウ
が
世
界
の
デ
フ
ァ

ク
ト
と
な
ら
ず
、
安
全
か

ら
制
御
ま
で
仕
様
に
関
す

る
主
導
権
を
欧
州
勢
に
握

ら
れ
、
ソ
フ
ト
開
発
に
お

い
て
も
規
格
作
り
を
先
導

す
る
欧
州
の
ベ
ン
ダ
ー
が

優
位
に
立
っ
て
い
る
。

　

そ
う
な
っ
た
の
は
、
国

際
的
な
政
治
力
や
調
整
力

と
い
う
部
分
が
大
き
い

が
、
政
治
や
行
政
だ
け
に

責
を
負
わ
せ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
こ
の
世
界
特

有
の
構
造
や
技
術
面
で
の

難
し
さ
は
あ
る
も
の
の
、

モ
ノ
づ
く
り
の
立
場
に
徹

し
て
外
に
理
解
を
求
め
る

取
組
み
が
不
足
し
て
い
た

製
造
各
社
や
組
込
み
業
界

に
も
責
任
は
あ
る
。

　　

外
部
と
の
つ
な
が
り
に

欠
け
て
い
た
組
込
み
ソ
フ

ト
業
界
だ
っ
た
が
、
よ
う

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

危
機
を
認
識
し
て
い
る

経
済
産
業
省
や
総
務
省
な

ど
が
、
国
内
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
の

取
組
み
や
関
連
技
術
開
発

な
ど
の
意
思
統
一
を
図
る

意
味
で
10
月
末
に
Ｉ
ｏ
Ｔ

推
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を

設
立
し
た
。
そ
こ
で
は
Ｉ

ｏ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
を
視
野
に

入
れ
た
企
業
を
中
心
に
参

加
法
人
数
が
１
千
に
迫
る

勢
い
だ
が
、
そ
れ
を
支
え

る
組
込
み
側
で
の
問
題
意

識
の
共
有
や
理
解
は
そ
れ

ほ
ど
進
ん
で
い
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
解
決
に

取
組
む
べ
く
、
組
込
み
議

連
が
11
月
中
に
政
策
提
言

を
行
い
、
12
月
に
イ
ベ
ン

ト
で
詳
細
を
発
表
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
﹁
組
込
み

ソ
フ
ト
に
よ
る
社
会
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
を
目

指
す
﹂
︵
Ｅ
Ｉ
協
議
会
平

出
隆
一
理
事
・
事
務
総
長
）

と
し
て
い
る
。

や
く
昨
年
４
月
に
、
業
界

か
ら
の
働
き
か
け
で
自
由

民
主
党
の
河
村
建
夫
衆
議

院
議
員
を
中
心
と
し
た
、

﹁
組
込
み
Ｉ
ｏ
Ｔ
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
議
員
連
盟
︵
組

込
み
議
連
）
﹂
が
発
足
し

た
。
但
し
参
加
す
る
議
員

は
、
問
題
意
識
は
あ
っ
て

も
組
込
み
の
世
界
に
は
明

る
く
な
い
。
そ
こ
で
、
組

込
み
議
連
を
支
援
す
る
政

策
提
言
・
立
案
お
よ
び
そ

の
た
め
の
調
査
活
動
、
さ

ら
に
は
問
題
点
を
抽
出
し

業
界
と
政
治
を
橋
渡
し
す

る
役
割
を
担
う
組
織
と
し

て
、
組
込
み
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
︵
Ｅ
Ｉ
）
協
議
会
が
、

ガ
イ
ア
・
シ
ス
テ
ム
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
イ
ー
ソ

ル
、
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
中
心
と

な
り
設
立
さ
れ
た
。

　

注
目
さ
れ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ
は

モ
ノ
同
士
が
つ
な
が
る
世

界
で
、
当
然
業
界
や
分
野

横
断
で
の
ル
ー
ル
作
り
が

　

日
本
の
業
務
系
シ
ス
テ

ム
は
５
年
遅
れ
な
ど
と
い

わ
れ
る
が
、
組
込
み
ソ
フ

ト
に
お
い
て
は
、
品
質
に

裏
打
ち
さ
れ
た
高
い
技
術

力
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

﹁
自
分
で
作
る
文
化
﹂
か

ら
、
な
か
な
か
国
産
の
デ

フ
ァ
ク
ト
製
品
が
登
場
し

な
い
。
時
折
標
準
化
製
品

が
オ
ー
プ
ン
ソ
ー
ス
ソ
フ

ト
︵
Ｏ
Ｓ
Ｓ
）
ベ
ー
ス
で

作
ら
れ
る
が
、
い
い
も
の

が
で
き
て
も
開
発
後
の
普

及
段
階
で
息
切
れ
し
た

り
、
国
プ
ロ
で
資
金
の
助

成
が
な
く
な
る
と
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
し
て
し
ま
っ
た
り

と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

そ
う
い
っ
た
な
か
、
Ｓ

Ｉ
業
界
大
手
の
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ

が
中
心
と
な
り
、
豆
蔵
、

イ
ー
ソ
ル
、
ビ
ジ
ネ
ス
キ

ュ
ー
ブ
・
ア
ン
ド
・
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
、
キ
ャ
ッ
ツ
、

の
組
込
み
リ
ソ
ー
ス
以
外

に
も
、
汎
用
機
シ
ス
テ
ム

か
ら
ク
ラ
ウ
ド
に
至
る
ま

で
、
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

領
域
の
開
発
経
験
を
、
組

込
み
領
域
に
も
活
か
せ
る

と
い
う
見
立
て
だ
。

　

そ
ん
な
簡
単
で
は
な
い

と
い
う
声
も
聞
こ
え
て
き

そ
う
だ
が
、
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
は

本
気
だ
。
15
年
４
月
か
ら

の
最
新
の
中
期
経
営
系
計

画
の
な
か
で
、
戦
略
的
事

業
領
域
と
し
て
第
一
に
車

載
シ
ス
テ
ム
事
業
を
挙

げ
、
今
後
５
年
間
で
１
５

０
億
円
か
ら
２
０
０
億
円

の
投
資
と
当
該
分
野
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
を
４
倍
の
２
千

人
に
ま
で
増
員
す
る
計
画

を
明
言
し
て
い
る
。

　

何
よ
り
、
﹁
５
年
、
10

年
後
を
見
据
え
た
ビ
ジ
ネ

ス
展
開
﹂
︵
Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
製

造
シ
ス
テ
ム
事
業
部
門
車

載
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
白

木
世
友
事
業
企
画
部
長
）

を
コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
る
た

め
、
ユ
ー
ザ
ー
に
Ｏ
Ｓ
Ｓ

系
に
は
な
い
安
心
感
を
与

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

強
み
と
な
る
。

　

と
に
か
く
メ
イ
ド
イ
ン

ジ
ャ
パ
ン
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な

い
が
、
せ
っ
か
く
の
日
本

が
培
っ
た
強
い
ソ
フ
ト
技

術
を
生
か
さ
な
い
手
は
な

い
。

未
来
技
術
研
究
所
と
い
う

そ
れ
ぞ
れ
得
意
分
野
を
持

つ
６
社
が
連
携
し
、
日
本

の
組
込
み
技
術
力
を
集
め

た
Ｏ
Ｓ
搭
載
の
車
載
ベ
ー

シ
ッ
ク
ソ
フ
ト︵
Ｂ
Ｓ
Ｗ
）

﹁
Ｑ
Ｉ
Ｎ
ｅ
Ｓ
︵
ク
イ
ン

ズ
）
Ｂ
Ｓ
Ｗ　

Ｖ
ｅ
ｒ
１

・
０
﹂
が
開
発
さ
れ
た
。

　

車
載
シ
ス
テ
ム
開
発
に

お
け
る
事
実
上
の
世
界
標

準
仕
様
で
あ
る
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｒ
に
準
拠
し
て
お

り
、
初
期
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｏ
Ｓ
と

開
発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

提
供
す
る
。
こ
れ
に
よ
り

肥
大
化
す
る
車
載
ソ
フ
ト

開
発
に
お
い
て
、
機
能
安

全
仕
様
を
実
装
し
た
Ａ
Ｕ

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｒ
仕
様
の
Ｅ
Ｃ

Ｕ
開
発
が
容
易
に
な
る
ほ

か
、Ｂ
Ｓ
Ｗ
上
で
は
新
規
・

既
存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
資
産

を
有
効
活
用
で
き
、
開
発

を
効
率
化
で
き
る
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
競
争
領

域
で
あ
る
ア
プ
リ
レ
イ
ヤ

ー
の
開
発
に
注
力
で
き

る
。
協
業
体
制
は
継
続
中

で
、
次
期
バ
ー
ジ
ョ
ン
で

は
、
テ
ス
ト
ツ
ー
ル
や
コ

ー
ド
生
成
ツ
ー
ル
、
最
新

Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｒ
仕
様
対

応
な
ど
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　

同
Ｂ
Ｓ
Ｗ
を
も
と
に
、

Ｓ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
は
開
発
支
援
ビ

ジ
ネ
ス
を
行
う
。
こ
れ
か

ら
の
＂
つ
な
が
る
＂
自
動

車
の
世
界
で
、
旧
Ｃ
Ｓ
Ｋ

 
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
未
来
に
向
け
て

       
最
新
技
術
対
応
製
品
か
ら
具
体
例
ま
で
コ ア

ウ
ド
開
発
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
あ
る

﹁
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ
﹂
に
対
応
し
た
世
界
初
の

基
盤
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

開
発
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
展
開
す
る
Ａ

Ｒ
Ｍ
の
開
発
環
境
上
で
行
い
、
ク
ラ
ウ

ド
型
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
が
簡
単
に

行
え
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応
の
組
込
み
シ
ス

テ
ム
は
、
こ
れ
ま
で
の
組
込
み
シ
ス
テ

ム
の
よ
う
な
単
体
の
デ
バ
イ
ス
開
発
と

は
異
な
り
、
複
合
的
な
シ
ス
テ
ム
と
な

る
。
そ
こ
で
Ｇ
Ｒ―

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
で

は
、
ボ
ー
ド
に
追
加
ボ
ー
ド
を
差
し
込

む
方
法
で
機
能
を
拡
張
で
き
る
形
を
と

っ
て
い
る
。
今
回
の
Ｅ
Ｔ
会
場
で
は
、

﹁
カ
メ
ラ
や
音
声
を
活
用
し
た
応
用
事

例
、
Ｇ
Ｒ―

Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
に
Ｌ
Ｃ
Ｄ
パ

ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
て
表
示
す
る
デ
モ

を
紹
介
す
る
﹂
︵
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
営
業
統
括
部

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
担
当
利
根
川
昌
弘
課

長
）
と
し
て
い
る
。

　

も
う
一
方
の
﹁
Ｃ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｃ
∞︵
コ
ハ

ク　

イ
ン
フ
ィ
ニ
テ
ィ　

シ
リ
ー
ズ
）﹂

は
、
近
い
将
来
の
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
環

境
に
対
応
す
る
製
品
と
な
っ
て
い
る
。

同
社
は
、
10
年
前
か
ら
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
基

世
界
初
の
ｍ
ｂ
ｅ
ｄ
対
応
ボ
ー
ド

  

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
の
研
究
成
果

２
０
１
５

年
現
在
の

ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た

最
新
の
ボ

ー
ド
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ

ン
で
、
Ｃ

Ｐ
Ｕ
に
ル

ネ
サ
ス
エ

レ
ク
ト
ロ
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日本の技術を実装
国産車載ソフトが登場

ＳＣＳＫなど６社共同で開発

  

第
一
弾
を
発
売

  

開
発
２
千
人
体
制

必
須
と
な
る
。
と
こ
ろ
が

縦
割
り
行
政
の
弊
害
で
各

社
の
話
が
一
カ
所
に
集
ま

り
に
く
く
、
誰
が
そ
れ
を

作
る
か
と
い
っ
た
と
き
に

動
け
る
組
織
や
司
令
塔
的

な
存
在
が
な
い
。
国
内
の

実
態
を
調
べ
る
に
も
組
込

み
ソ
フ
ト
市
場
調
査
は
12

年
以
降
中
止
さ
れ
た
ま

ま
、
そ
れ
ら
を
問
題
提
起

し
て
政
策
に
落
と
し
込
む

枠
組
み
も
な
か
っ
た
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
、
組
込

み
議
連
と
Ｅ
Ｉ
協
議
会
の

活
動
意
義
は
大
き
い
。

　　

す
で
に
ド
イ
ツ
の
﹁
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
４
・
０
﹂

や
、
米
国
Ｇ
Ｅ
に
よ
る

﹁
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
﹂
が
先

行
し
、
日
本
は
死
守
す
べ

き
製
造
業
の
次
世
代
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
Ｉ
ｏ
Ｔ

の
主
導
権
争
い
に
出
遅
れ

　

か
つ
て
組
込
み
ソ
フ
ト

技
術
は
、
も
の
づ
く
り
日

本
の
競
争
力
の
源
泉
と
高

く
評
さ
れ
て
い
た
。
日
本

製
品
の
品
質
は
誇
る
べ
き

も
の
だ
っ
た
が
、
い
つ
し

か
日
本
製
品
は
世
界
の
ニ

ー
ズ
を
見
失
い
、
失
わ
れ

た
市
場
と
と
も
に
、
培
っ

た
ソ
フ
ト
技
術
ま
で
行
き

場
を
失
い
つ
つ
あ
る
。

　

日
本
が
大
切
に
し
て
い

る
自
動
車
業
界
で
も
、
品

11 月中に政策提言
IoT イノベーションへ

組込み議連／ＥＩ協議会

 

ロ
ビ
ー
活
動
開
始

  

出
遅
れ
た
日
本

　

右
肩
上
が
り
で
成
長
を
続
け
て
き
た
、製
造
業
の
モ
ノ
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
組
込
み
市
場
は
、世
界
同

時
不
況
と
と
も
に
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
携
帯
電
話
、
家
電
製
品
と
開
発
が
縮
小
し
て
い
く
一
方
で
、
ク

ラ
ウ
ド
を
通
じ
て
デ
バ
イ
ス
同
士
が
つ
な
が
る
Ｉ
ｏ
Ｔ︵
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）と
い
う
概
念
が
登

場
、
既
存
の
組
込
み
開
発
領
域
に
お
い
て
も
新
た
な
市
場
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
れ
か
ら

の
Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
に
特
に
需
要
の
高
い
組
込
み
領
域
は
ど
こ
か
。ミ
ッ
ク
経
済
研
究
所
の﹁
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
シ

ス
テ
ム
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
市
場
の
現
状
と
展
望
２
０
１
５
年
度
版
﹂
を
も
と
に
今
後
を
予
測
す
る
。

は
Ｉ
ｏ
Ｔ
に
積
極
的
に
取

り
組
む
企
業
を
中
心
に
、

市
場
全
体
が
活
性
化
し
て

い
く
も
の
と
予
想
さ
れ

る
。

　

個
別
で
は
、
自
動
車
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
監
視
・
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
関
連
の
ほ

か
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ

の
シ
フ
ト
が
進
ん
だ
携
帯

向
け
も
再
び
徐
々
に
伸
び

て
い
く
と
し
て
い
る
。

  

自
動
車
が
け
ん
引

  

監
視
系
も
注
目


